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Abstract

Authors (2007; 2009) reported how a computer-assisted display method of
chunked text helped EFL college learners improve their reading speed and
comprehension. In response to the above results, we conducted two method
comparison studies on chunk-based reading treatments given in CALL classes in 2011
and 2012 academic years respectively. The first comparison was made between two
types of group, ‘the group of reading aloud right after viewing sound-word-sync
display’ and ‘the group of reading chunked text silently.” The second comparison was
made between different sound-word-sync chorus reading groups concerning the
learners’ English abilities. Our main research question was how different the learning
outcomes from the approaches would be in terms of reading comprehension, words per
minute (WPM), reading efficiency (RE), and listening comprehension. To verify this,
we conducted between-groups and within-groups analyses based on the pre- and post-
test results. From the above, we discovered that (i) all the chunk-based reading
approaches helped the learners improve their RE, and that (ii) sound-word-sync chorus
reading method particularly contributed to the growth of WPM.

Keywords: chunk, reading comprehension, words per minute (WPM), oral reading,
phonological coding
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Outward displays of emotion are not part of Canadian style. We are, after all, a
northern people. The Americans are far more outgoing than we are. One reason for

this, I think, is the fgg real presence of nature
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	チャンク単位の一斉音読訓練が黙読速度と読解スコアに与える影響
	山口高領
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	1.  はじめに
	「音読」の方法は様々である。例えば，全くの初出である教材に対して理解を促しながら音読をさせるか否か，モデル音声が示されるのか示されないのか，そのモデルは標準的な英語母語話者の音声なのか教師の音声なのか，そのモデルに基づいてどのタイミングで学習者が声を出すのか。また，「シャドーイング」のようにモデルを聞くとほぼ同時に学習者が発声する場合，モデルを聞き終わった直後に学習者が発声する「リピーティング」，モデルに合わせて音読する「パラレルリーディング」もある。さらに，個別に音読をするのか一斉にコーラス音読...
	とりわけ，一斉音読の場合，学習者にとって音読の速度がお仕着せであり，速度を自分でコントロールできない場合が考えられる。読解の際に，人は,語彙，文法構造，論理，スキーマなどを活性化させながら内容を理解しようとするものであるが，ある速度を強制されたとき，学習者本来の活性化のペースが，言語材料が与えられる速度と整合しない，という問題が起きる可能性も考えられる。よって，音読の多面的な教育効果を得るためには，学習者がまず先にテキストの内容を十分に理解し，使用可能な認知資源を確保しておく必要がある。
	音読練習を「継続的」に「大量に」行うことで，読解力とリスニング力が向上したとの報告がある。例えば，鈴木（1998）は，日本人高校生を対象とし，週4回1年間の英語授業の中で一斉音読の回数に差をつけた2つの学習者群について調査した。その結果，一斉音読の回数の多かった群が少ない群よりも，リスニング問題正解率と，読解効率との2つの点で，統計的有意に上回ったと述べている。どちらの群にも，句や節の間にポーズを入れた教材を使用したとの報告もあり，チャンク単位で音声が提示されていたことが伺える。
	高梨・高橋（1987）によると，音読は文字と音声を結びつける，既知の語を認識する，文の音声イメージを構成する，文意を読み取る，など様々な働きがあるとして，母語であれば有機的に結びついていて意識されることが少ないが，外国語学習者にはこれらの働きのうちの1つに意識が集中しがちであるという。渡辺（2009）は，学習者が音読訓練に上記のような働きがあると意識した状態で訓練する場合には，音声処理と意味処理が精緻化され，黙読の高速化に有効に働くと指摘している。同様に，門田（2007）や鈴木（2005）も，内容...
	2.1  目的
	以下について，明らかにすることを目的とした。
	2.2  学習者
	2.3  処遇の方法と内容
	2.4  効果測定
	前期の授業開始時と後期の授業終了直後に英語力が測定された。どちらも過去に出題された英検準2級の問題の中から，読解問題とリスニング問題を使用した。この2つの問題は同一ではないが，同じ年度に出題された問題であり，レベルは同一と想定される。
	目的(1)を調べるために，英語力の4側面それぞれを従属変数とみなした2元配置分散分析を用いて，被験者内および被験者間という2つの視点から分析した。目的(2)については，5件法のアンケートを処遇直後に実施した。処遇方法の違いが，学習者の認識の違いをもたらしたかどうか分析した。
	2.5  アンケート
	2.7  読解効率の結果
	2.8  WPMの結果
	2.11  アンケートの結果
	表2に，5件法で行ったアンケートの各項目の平均を群毎に示す。ノンパラメトリックのKruskal-Wallisを用いて，同一アンケート項目の中で群間に5%水準で有意差があるかどうかの検定を行った。さらに，有意差があると判定された項目に対して，Mann-WhitneyのU検定を，Bonferroniの修正を施した上で多重検定した。
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